
B：BeｰAmbitious
（夢に向かって行動する力）

R：Resilience （立ち直る力）
I：Inquiry（探究）
D：Diversity（多様性）
G：Grit（やり抜く力）
E：Endeavor（努力）

ＢＲＩＤＧＥ構築事業～夢と未来をつなげる架け橋～（Ｒ７～Ｒ９）

趣
旨

【tan-fest in●●高】
○各学校で、探究活動に取り組んだ成果を発表（学校代表の選出）

【tan-fest in●●管内】

【Ezo 探究-festival】（通称：Ezo tan）

文化の創造

会場

【伴走支援充実事業】
○全教員を対象とした、生徒の伴走支援に必要な資質・能力の向上を
目指した研修（オンライン、オンデマンド）
・大学の教員等を講師に、「ファシリテーション」、「ディベート」、「データ
サイエンス」、「デザイン」などの講習を実施

【探究型学習実践事業】
○教科等における探究的な学びについての研究（※①、②は授業研究チームを編制）
①教科等横断型（「環境」や「防災」など現代的な諸課題がテーマ）
②教科指導充実型（共通教科、専門教科）
③探究活動支援型（総合的な探究の時間、特別支援教育、生成AI等）

※授業研究チームの教員を「探究的学習推進教師」とし、各地域で普及

連携：四者連携、東京学芸大学

「Ezo 探究」プロジェクト

【総合的な探究の時間普及・充実事業】
○「総合的な探究の時間」合同説明会、事例報告会の実施
・指定校の存する地域で説明会等を実施、総合的な探究の時間の浸透
・生徒の探究活動を支援する自治体・協力企業等のリスト化
【グローカル課題探究支援事業】
○指定校の生徒が自治体等と連携し、グローバルな視点で地域課題を探究
・生徒が「Ezo tan」で地域と連携して取り組んだ実践について成果発表
・指定校の取組を充実させるため、大学の教員等による講義等を実施
【地域連携担当教職員支援事業】
○地域連携担当教職員を対象とした研修の実施
・道立高校と自治体等の持続可能な連携体制の構築

○各学校の代表生徒が、管内大会で成果発表（管内代表の選出）

北海道大学等
○ステージ発表
・「アントレプレナーシップ教育」推進プロジェクトの代表
・ 「課題設定」支援プロジェクト指定校の代表

○ポスターセッション
・各管内等の代表、特別支援学校（高等部）の代表
・市町村立高等学校、私立高等学校の代表

○生徒同士、教員同士のリフレクション・研修

○全道１ブロックで、８月に３泊４日の参集型「アントレ・キャンプ」の実施
・企業経営者、大学の教員等による講義、課題提起
・企業訪問等のフィールドワークによる実践を踏まえ、新たな価値
を創造するビジネスモデルの提案
・学校を超えたチーム編制
○成果発表会を実施し、代表に選ばれた生徒は、「Ezo tan」で企業と連
携して取り組んだ実践について成果発表

○キャンプを充実させるため、大学教員等を講師とした事前・
中間報告・事後指導の実施

「三方よし企画委員会」

○民間企業等と連携協定を締
結、「Ezo探究ｰｆｅｓｔｉｖａｌ」の
企画・運営支援や、道教委の
取組の広報・発信を支援

課題の設定

まとめ・表現 生徒が北海道のみらい像を提言

学校を超えた交流の広がり

探究を支える力の積み上げ 探究的な学びの深化

課題の設定 情報の収集 整理・分析

「教科等横断」推進プロジェクト

課題の設定 情報の収集
教員の資質・能力

の向上
地域と学校の
連携強化

探究を支える仲間の増加 地域の協力体制の進化

課題の設定 情報の収集 整理・分析

生徒が新たな価値を
創造

先進的取組の実践・普及次世代リーダーの育成

○大学教授等の外部有識者
により、本事業の取組の成
果や課題を検証・評価

「三方よし評価委員会」

現状
と
課題

連携：四者連携、産業振興課、スタートアップ推進室、地域戦略課

求め
られ
る姿

・自己有用感は一定程度高い一方、失敗を恐れずに困難なことに挑戦したり、将来の夢や目標をもってい
たりする生徒が少ない。

・他者に貢献したい気持ちは高い一方、地域や社会への貢献のために考え行動しようとする生徒が少ない。

情報の収集

データ
サイエンス

整理・分析

高校教育課

10地区
各１指定校

地域創生

B･I･
G･E

B･I･D･
G･E

B･R

B･R･I･
D･G･E

対象 求められること

生徒 主体性、創造力、課題設定・解決能力等

教員 生徒の探究活動の伴走者、協働性等を育む指導力

地域 多様な人々と連携・協働する持続可能な社会の創り手

DXを活用した社会変革や、
北海道におけるGXの推進など、
VUCAの時代に持続可能な社会を
創造する生徒を社会全体で育成

連携：各振興局商工労働観光課、社会教育課、各教育局CPSV

「アントレプレナーシップ教育」推進プロジェクト

「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト

「高校総探支援員」
を高校課に配置


